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温故知新の言葉通り、人材育成担当者には新しい知識、古い知識ともに積極的に学んでいくことが期待
されている。そこで、識者の方に、近年発行された本のなかから人材育成担当者へすすめたい１冊を挙
げていただいた。内容は教育理論についての本、マネジメントに関するもの、教養として読んでおきた

い本など、さまざまなジャンルにわたっている。読書案内として役立てていただきたい。
※!'|:緋データについては、複数の訳や判ﾉ1があるjﾙ合、もっとも人手しやすいと思われるものを編集部で選んだ。
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人を伸ばす力鯉論｡考え詞
開発と自律のすすめ

〔目次〕

，人を伸ばす力第１部鮮州iと府能感がなぜ大切なのか
’……趣，第１章椛威と服従

'蕊Ⅱ溌議聯
’＃第６章発達の内なる力

第７章社会の一員になるとき
、蕊第８草社会のなかの脚己

J舌巽ﾆド:矧蝋ど灘灘撫
‘箸／桜井茂男監訳第'１章健康な行動を促進する

，９９s年e謹驚第繍潔こ燃普鯛騨誰る
し2,520円（税込）第13章自由の意味

教育担当スタッフにとっては気になるタイトルだろ
う。飴と鞭ではない、課題に自発的に取り組む「内発
’的動機づけ」と自分で決定する「自律性ｊの重要性に
ついて解説する。３人の識者から挙げられた。

＝ク°シフト 侭詞ワ 理論。考え方

孤独と貧困から自由になる働き方の未来図く2025〉

〔目次〕ノンダロクラツト
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伽き方の未来は今日始まる

Ｗ◎属Ｋ働き方の未来を予測する

鱈剛廊’鱗蕊が働き方の未来を蜜えるのか？
｜懇鰯黙第２部

「漫然と迎える未来」の暗い現実

第３部

リンダ．グラットン著「主題的に築く未来』の明るい日々
/池村千秋訳第４部

プレジデント社働き方を‘‘シフト'，する

謝縮聯未来のために知っておくべきこと

2025年、私たちの「働き方」はどう変わっているだろ
うか？主体的な働き方を考えるための１冊。職場の
多様化のなかには仕事観の多様化も含まれる。この本
はダイバーシテイの理解の助けにもなるだろう。４人
の識着がこの本を推薦した。
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中原淳著

１９９９年B月発行

職場学習論

仕事の学びを科学する

可
塑,理論●

２４１企堆と人材２０１３年４ル１号

インターシフト
２０１０年３月発行

マイケル。Ｓ、ガザニガ著〆柴田裕之訳

拡張による学習
活動理論からのアプローチ

月発行

(税込）！

|経営学習論:人輔育成を科学する

｜中原淳著

２０１２年９月発行
東京大学出版会

３，１５０円（税込）

ユーリア・エンケストローム著／
山住勝広ほか訳

人間らしさとばなにか？

人間のユニークさを明かす科学の最前線

8,780円（税込）

２０１０年１１月発行
新曜社 東京大学出版会３，６７５円 ａ940円（税込）
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